
The Society for Bioscience and Bioengineering, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Sooiety 　for 　Biosoienoe 　and 　Bioengineering 厂　Japan

1 凵 目 B 会場 23

IB14−3　　 高プ ロ テ ア
ーゼ活 性の 大麦麹 を 用 い た真鯛調味 料

　 　 　　 　　 　の 開 発

　　　　　　O 横山 定治，中村 公
一，田 中 将行，河 野 竜

一

　 　 　　 　　 （ヤ マ キ （株）開発本部）

1B14−4　　 し ょ うゆ 多糖類 の鉄吸収促進効果

　　　　　　O 真岸 範浩
1，永谷 裕子

且，徳力 望
1，古林 万木夫

1’2，
　　　　　　　中田 佳幸

1，築 LLI良
一1，今井 宏 美

2，鈴木 誠
2，辻 啓 介

2

　　　　　　 （
1
ヒガ シ マ ル 醤油

・
研 ，2兵庫県大。環境人間）

「目的」最近、強い コ ク味の 付与効果、塩か ど及び酢か どの 低減、及び小麦

等 の ア レ ル ゲ ン 物 質 を含 ま な い 理 由 等か ら 国 内外 で魚 醤油 に 関心 が集 ま

り、消 費 も増 え て い る。　 し か し なが ら、更な る市場拡大 には、．般 の 魚

醤 に特有 の魚 臭の低 減 が求 め られ て い る。　 また 、真鯛 は最近養殖の 産地

で フ ィレ 加工 が な さ れ 、切 り身が 消 費地 に 出荷 さ れ て お 凱 産地 で は中骨、
頭 等の 残渣の 処理 に 困 っ て い る。　 本研 究 で は、魚の生臭 さが少な く、薄

色で 呈 味性の 強い 魚調 味料 の 製造 を試 み た。「方法 及 び結果」裸大麦 と鰹節

お よ び 鰹 エ キ ス を 原料 と して 醤油 麹菌 を生育 させ て麹 を作成 した。　 真鯛

中骨180kg 、大麦麹30kg、食塩 60kg、及 び水 180L を原料 とし て45℃ で 1、5ヵ

月分解熟成 した 。　 その後、フ ィ ル タ ープレ ス で 固 液分離 した 後、80 ℃、
30 分 火入 れ し て試 作品 と した 。　 試 作 した 真鯛調 味料の 分 析値は 全 窒素

1、72％ 、ホル モール 態窒 素 D．84％ 、塩 分 16．50％ 、pH4 ．S7、　Brix　31．0、比

重 1．15、水分84．2％ 、AwO ．872で あ っ た 。　 良 好 な 香 りで 旱味性 の 強い 調

味料が得 られた。豪た 、コ ラ ーゲ ン 蛋 白に 特有 の ア ミノ 酸で あ る ハ イ ド ロ

キ シ プ ロ リン 含有量 も高か った 。　 得 られ た真 鯛調味料を 使用 して 、鯛 め

しを調理 した。非常 に 鯛の 風 味の 強い 、良い 味 で あ 1）、評価 も良か っ た 。
また、焼 きソバ 、野菜炒め、焼 きめし等の 油で 炒め る料珮 に使 用 した 場合

非常に効果的 であった。
「将来の 展望」真鯛調味料は小麦等の ア レ ル ゲ ン 含有原料を使 用せ ず、多 く

の料理 に も使用可能 で あるた め、小麦 アレ ル ギ
ー

の 児童等が 在籍する 保育

園、小学校等 の給食 に も適 してい る と思わ れ る。

【目的】 こ れ ま で に 我 々 は、醤 油 に 含 まれ る 多糖 類 （しょ うゆ多 糖類

SPS ；Shorlu　po］ysa〔charidcs ） に注 目 し、様 々 な機能性評価 を行な っ て きた。
その

一
つ と して 、SPS の 抗ア レル ギ ー活 性 を 見い だ し、臨床試験に よ りSPS

の ア レ ル ギー症状低減効果 を実証 した 。こ こで は 、SPS の 新 しい 機 能性 と

して 鉄吸収促進効果 を解 明し た。【方法 と結 果】平 衡透 析法に よ りSPSの 鉄

キレ
ー

ト能 を測定 した と こ ろ、SPSは 鉄 の沈 殿 が 生 じる pH 中性域 にお い て

鉄 イオ ン をキ レ
ートす る こ と が示唆 され た ．続 い て、貧血 誘導 ラッ トに鉄

剤 と SPS を投与す る と、鉄剤 の単独 投与に 比 べ て肝 臓中 へ の 鉄の 貯蔵が有

意 に 高まる こ とが確認 で きた 。さ ら に、健 常 な 女 性 被験者 を対象 に して 二

重盲検 試験 〔n ＝45 ） を】ヶ 月実施 した と ころ 、SPS群 の血 清鉄は ブ ラセ ボ

群 よ り有意に増加 し て い た。以上 の結果か ら、醤 汕 に含 まれ る SPS の 新 し

い 機 能性 として鉄 吸収促進機 能が 明 らか とな っ た 。
　なお 、本研究の

一
部 は、平成17年度 民間結集型 ア グ リビ ジネ ス創 出技術

開発事業 （農林水 産省） の技 術開発課題 とし て 実施 し た もので あ る。
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DNA マ イ クロ ア レ イ技術の 発展に よ り、網羅的に 遺伝予の 発現情報を解析

する こ とが 可能 とな っ た 。ノ ーザ ン 解析な ど に よ る
一

部の遺伝子の 発現情

報解析 と比較 して、網羅的な情報 を利用 する こ とで 、よ り効率的に 生物 を

育種 する こ とが 可能 に な る と期待さ れ て い る c しか し、発現量が増加、減

少する遺伝 子の どち らを操作 する と、よ V表現型に影響を与えるの かす ら

分かって い ない の が 現状 で あ る。すなわ ち、遺伝子 発現情報か らどの よう

な発現を示 す遺 伝f を選択 すれば、目的 の 表現型を有す る細胞 を育種 する

こ とがで きる の か、そ の 方法論が確 立 さ れて い る とは言 い 難 く、遣伝 子発

現情報 と遺 伝子操作 に よ り得 られ る細胞 の表現型 との 関連性が 明 らか と

なって い ない e 本研究で は 、遺伝子発現情報 に もとつ く効率的な育種法 の

確立に 向け、遺伝子発現情報 と表現型の 関連性を解明 する こ とを 目的 とし

た。遺伝子発現情報 と して 、浸透圧 環境 ドに お け る 酵母 のGcncChip の デ
ー

タ を用い 、表現型の 情報 と して 、酵母 の 1遺伝子 破 壊株 の 浸透圧環境 Fに

お ける 比増殖速度を用い た。そ の 結果、浸透圧環 境下に お い て遺伝チ 発現

の 絶対量が 高い 遺伝子 ば、破壊する とそ の破壊株が浸透圧耐性に も感受性

に もな る傾向が高い こ とが 示さ れ た 。ま た 、浸透圧添加前に 比べ 遺伝 チ発

現量が低 Fす る遺伝子 は、その 破壊株が 浸透圧に 感受性・耐性に な る傾向

が ある こ とが示 された。こ の よ うな関連性 を考慮す る こ とで 、遺伝子 発現

情報 に もとつ く細胞育種の 方法論の 確立 が 期待され る。

【R的 1マ ウス の 嗅覚系の 高次領域 は複雑で あ り、具体的な解析方法 も確立

されて い ない 。そこで 、高次領域の 匂い 情報処理 機構を解明する こ とを 目

標に設定 し、匂い 識別 機構を行動 レベ ル か ら検証した。【方法】絶 水状 態に

おい た マ ウス をY−nlaze 内に入れ、　 Isoamy］　Acetate（IA）＋Linalool＋Citra且の

三種混合臭が流れて くる枝 に辿 り着い た 際に の み 水 を与える こ とで 、混合

臭 と飲水行動の条件付け を行 っ た 。その 後、各構成成 分 を識別 対象 として

各個体 に識別 を行わせ た。
【結果1 識別対 象が IA、　 Citral＋IA、　 Linalool十IAの 場合、混合臭 との 識別

が不能 であ っ た。しか し、IAと の識別実験を連続して行 っ た とこ ろ、全て

の 個 体が 混合 臭 と IA の 識 別が 可能 とな っ た。そ の 後、再 度混 含臭 と

CiLra］＋ Linalool との識別 実験を行 っ た とこ ろ、以前に識別が可能だった に

もか かわ らず6個体巾2個体が 、識別不能とな っ た。以上 の 結果か ら、一部

の 情報 に の み注 意を向け、他の情報を無視す る とい う
tt
ア テン シ ョ ゾ の

概念 が．マ ウス の に お い識 別機構に お い て適用 で きる と考 えられた 。また

当初 識別不能だ っ た 課題 が 識別 可能に な り、識 別可能 であった課題 が識別

不能 にな っ た とい う現象か ら、ア テ ン シ ョ ン は 学習に よ っ て変化 し得 る こ

とが示唆された。現在は学習前後の 個体の脳 の MAPK の リン 酸化 の程度 を

ウ ェ ス タン ブロ ッ テ ィ ン グに よ り調べ る こと で 、脳 内の情報処埋 の 変化 を

解析 してい る．
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